
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

  

        

平成23年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年８月10日

上場会社名 南海プライウッド株式会社 上場取引所  大 

コード番号 7887 ＵＲＬ  http://www.nankaiplywood.co.jp 

代表者          （役職名）代表取締役社長 （氏名）丸山 徹 

問合せ先責任者  （役職名）執行役員 管理部門長 （氏名）松浦 義博 （ＴＥＬ）  （087）825－3615 

四半期報告書提出予定日 平成22年８月10日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無     

四半期決算説明会開催の有無      ：無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  2,529  1.1  4  －  28  －  5  －

22年３月期第１四半期  2,501  △20.3  △155  －  △158  －  △133  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期        56        －

22年３月期第１四半期  △13  82        －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  17,041  15,572  91.2  1,603  55

22年３月期  17,442  15,550  88.9  1,600  41

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 15,544百万円 22年３月期 15,514百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        0 00 －      5 00  5  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  0 00 －      5 00  5  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  5,320  0.7  10  －  60  －  0  －  0  00

通期  11,000  0.7  100  －  230  507.7  80  －  8  25



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．４「その他」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：有 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しており

ます。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 10,095,800株 22年３月期 10,095,800株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 402,250株 22年３月期 401,820株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 9,693,678株 22年３月期１Ｑ 9,695,508株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期におけるわが国経済は、個人消費の持ち直しや企業収益の改善が見られるなど復調の兆しを含みな

がらも、依然として厳しい雇用情勢や株価の低迷により景気の本格的な回復には至らないまま推移いたしました。

 当業界におきましては、所得減少並びに雇用不安から依然として新築市場は本格的回復には至っていないもの

の、住宅ローン減税、贈与税の軽減措置の拡大及び住宅エコポイント制度など諸施策の効果により、持家の新設住

宅着工戸数が8か月連続前年比増加するなど、一部に持ち直しの兆しが見られますが、住宅着工戸数全体を押し上

げるには至らず、低水準に推移しております。 

 以上の結果、当第１四半期の売上高は 百万円（前年同四半期比 ％増）、営業利益は 百万円（前年同四

半期は営業損失 百万円）、受取賃貸料 百万円、受取配当金 百万円、受取利息 百万円、持分法による投資損

失 百万円等により、経常利益は 百万円（前年同四半期は経常損失 百万円）、資産除去債務会計基準の適用

に伴う影響額 百万円、訴訟関連損失 百万円等により、四半期純利益は 百万円（前年同四半期は四半期純損失

百万円）となりました。  

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①木材関連事業 

 木材関連事業におきましては、拡販製品であるＶシリーズ（中段・枕棚）、枕棚Ｃハンガーパイプ、床材ビ

ートメイプル、オドア、アートランバー（ポリ・メラミン・大判）、ブックシェルフ、ミロート等の販売に努

めてまいりました。製造部門では、引続き製品加工の集約化、効率化、内製化等によるコストダウンを図りま

した。また、生産の効率化を図るための海外子会社の一本化による効果も影響し、売上高2,195百万円、セグ

メント利益は20百万円となりました。 

  

②電線関連事業 

 電線関連事業におきましては、公共工事の発注水準は依然低く、民間工事においては大口物件が減少したこ

とにより、受注競争は一段と熾烈なものとなり、価格もデフレ傾向が続くという厳しい環境での事業展開とな

りました。結果、売上高333百万円、セグメント損失15百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期末の総資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べて400百万円減少いたしました。こ

れは主に商品及び製品62百万円の増加、受取手形及び売掛金262百万円の減少、原材料及び貯蔵品183百万円の減少

等によるものです。 

 当第１四半期末の負債は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べて422百万円減少いたしました。これは

主に支払手形及び買掛金209百万円の減少、未払金124百万円の減少等によるものです。 

 当第１四半期末の純資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べて22百万円増加いたしました。これ

は主に為替換算調整勘定75百万円の増加、利益剰余金43百万円の減少等によるものです。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間における当社グループの現金及び現金同等物の残高は、売上債権が大幅に減少したこ

となどから前連結関係年度末に比べ20百万円減少し、 百万円となりました。 

 当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、増加した資金は 百万円（前年同四半期比51.4％減）となりました。 

 これは主に減少要因として、仕入債務の減少額 百万円、また、増加要因としては、売上債権の減少額 百万

円、たな卸資産の減少額 百万円等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、支出した資金は 百万円（前年同四半期比は208.8％増）となりました。 

 これは、主に有形固定資産の取得による支出 百万円、無形固定資産の取得による支出 百万円等によるもので

あります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、支出した資金は 百万円（前年同四半期比0.4％増）となりました。 

 これは、主に配当金の支払額 百万円等によるものであります。  

   

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想は、平成22年５月13日に公表いたしました「「平成22年３月期決算短信」の一部訂正について」に記載

のとおりであり、当該業績の修正はありません。  



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

簡便な会計処理 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末に

おいて算定した貸倒実績率の合理的な基準を使用して算定する方法としております。 

② 棚卸資産の評価方法 

 四半期会計期間末の棚卸高の算出に関して、一部実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算定しております。また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかな

ものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行うことにより算定する方法としております。 

③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

  法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。 

  繰延税金資産の回収可能性判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用して算定する方法としております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ 千円減少し、税金等調整前四半期純利益は、 千円

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 千円であります。  

  

表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書）  

① 前第１四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「持分法による

投資損失」は、営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記すること

としました。なお、前第１四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「持分法による投資損

失」は 千円であります。 

② 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,048,564 2,073,187

受取手形及び売掛金 3,707,540 3,969,928

商品及び製品 730,412 668,051

仕掛品 544,002 546,963

原材料及び貯蔵品 1,248,917 1,432,186

その他 485,483 396,632

貸倒引当金 △73,602 △69,257

流動資産合計 8,691,318 9,017,691

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 6,523,831 6,490,871

減価償却累計額 △4,703,642 △4,646,540

建物及び構築物（純額） 1,820,189 1,844,330

機械装置及び運搬具 6,820,099 6,796,722

減価償却累計額 △6,212,920 △6,154,406

機械装置及び運搬具（純額） 607,178 642,316

工具、器具及び備品 394,984 392,704

減価償却累計額 △353,027 △348,251

工具、器具及び備品（純額） 41,956 44,453

土地 4,500,775 4,498,429

建設仮勘定 74,104 34,783

有形固定資産合計 7,044,205 7,064,313

無形固定資産   

その他 126,507 125,821

無形固定資産合計 126,507 125,821

投資その他の資産   

投資有価証券 553,760 596,474

その他 626,602 638,502

貸倒引当金 △402 △403

投資その他の資産合計 1,179,961 1,234,573

固定資産合計 8,350,674 8,424,708

資産合計 17,041,992 17,442,400



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 594,810 803,917

短期借入金 100,000 100,000

未払金 217,894 342,882

未払費用 73,807 63,840

未払法人税等 27,513 14,723

未払消費税等 50,302 82,988

賞与引当金 57,223 93,386

デリバティブ債務 54,357 91,951

その他 77,857 68,363

流動負債合計 1,253,767 1,662,054

固定負債   

退職給付引当金 139,272 149,101

役員退職慰労引当金 10,140 10,140

環境対策引当金 4,708 －

資産除去債務 12,176 －

その他 49,380 70,724

固定負債合計 215,677 229,965

負債合計 1,469,445 1,892,020

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,121,000 2,121,000

資本剰余金 1,865,920 1,865,920

利益剰余金 11,790,543 11,833,606

自己株式 △128,099 △127,957

株主資本合計 15,649,363 15,692,568

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △22,685 2,891

繰延ヘッジ損益 △32,559 △55,079

為替換算調整勘定 △50,048 △126,047

評価・換算差額等合計 △105,293 △178,235

少数株主持分 28,477 36,046

純資産合計 15,572,547 15,550,380

負債純資産合計 17,041,992 17,442,400



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 2,501,639 2,529,370

売上原価 1,883,404 1,698,577

売上総利益 618,235 830,792

販売費及び一般管理費   

発送運賃 180,463 182,773

報酬及び給料手当 245,571 239,355

賞与引当金繰入額 26,821 24,947

退職給付費用 6,239 10,860

その他 315,001 368,259

販売費及び一般管理費合計 774,097 826,195

営業利益又は営業損失（△） △155,862 4,596

営業外収益   

受取利息 5,144 4,733

受取配当金 5,074 5,129

受取賃貸料 21,720 22,684

その他 5,108 5,329

営業外収益合計 37,048 37,877

営業外費用   

支払利息 682 324

為替差損 34,162 2,346

持分法による投資損失 － 10,879

その他 4,731 159

営業外費用合計 39,576 13,709

経常利益又は経常損失（△） △158,391 28,764

特別利益   

前期損益修正益 14,308 －

固定資産売却益 913 1,137

貸倒引当金戻入額 1,322 －

特別利益合計 16,544 1,137

特別損失   

固定資産売却損 19 －

固定資産除却損 278 250

投資有価証券評価損 1,004 －

訴訟関連損失 － 10,000

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,602

その他 － 4,708

特別損失合計 1,302 26,561

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△143,149 3,340

法人税、住民税及び事業税 11,764 21,866

法人税等調整額 △22,840 △22,163

法人税等合計 △11,076 △296

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,637

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1,879 △1,769

四半期純利益又は四半期純損失（△） △133,952 5,406



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△143,149 3,340

減価償却費 108,516 94,663

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △12,510 －

受取利息及び受取配当金 △10,219 △9,863

支払利息 682 324

為替差損益（△は益） 28,563 781

持分法による投資損益（△は益） 4,015 10,879

有形固定資産売却損益（△は益） △893 △1,137

固定資産除却損 278 250

売上債権の増減額（△は増加） 2,804 263,268

たな卸資産の増減額（△は増加） 368,718 127,674

仕入債務の増減額（△は減少） △39,620 △207,406

差入保証金の増減額（△は増加） △13,997 △4,015

その他 △9,918 △151,099

小計 283,268 127,660

利息及び配当金の受取額 12,061 11,716

利息の支払額 △678 △324

法人税等の支払額 △19,716 △5,567

営業活動によるキャッシュ・フロー 274,934 133,485

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,800 △1,801

定期預金の払戻による収入 6,000 6,000

有形固定資産の取得による支出 △27,906 △66,213

有形固定資産の売却による収入 2,347 3,763

無形固定資産の取得による支出 △2,487 △45,756

投資有価証券の取得による支出 △3,500 －

短期貸付けによる支出 △58,000 △15,000

短期貸付金の回収による収入 45,000 －

長期貸付金の回収による収入 2,812 3,075

その他 △18 △50

投資活動によるキャッシュ・フロー △37,553 △115,983

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △430 △141

配当金の支払額 △43,899 △44,377

財務活動によるキャッシュ・フロー △44,330 △44,519

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,729 6,593

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 197,780 △20,423

現金及び現金同等物の期首残高 1,108,962 2,062,780

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,306,742 2,042,357



 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

（注）１．事業区分の決定方法  

事業は商品又は製品の種類・性質及び販売市場等の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  

〔所在地別セグメント情報〕  

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕  

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  木材関連事業 電線関連事業 計 消去又は全社 連結 

  （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  2,189,751  311,887  2,501,639  －  2,501,639

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  57  57 (57)  －

計  2,189,751  311,944  2,501,696 (57)  2,501,639

営業利益  △142,247  △13,615  △155,862  －  △155,862

事業区分 主要製品 

木材関連事業 天井材、収納材、床材、製材品、荷役、原材料及び製品の運送業 

電線関連事業 電線電気機器 



〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、木質建築内装材の製造及び販売並びに電線電気機器の販売等を営んでおり、製品又は商品について包括

的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は生産販売体制を基礎とした製品又は商品別のセグメントから構成されており、「木材関連事

業」、「電線関連事業」２つを報告セグメントとしております。  

 「木材関連事業」は、天井材、収納材、床材等を製造及び販売を行っております。「電線関連事業」は、電線、

電気機器等の販売を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。  

  

 該当事項はありません。  

  

  （単位：千円）

  木材関連 電線関連 合計 調整額 

四半期連結損
益計算書計上
額 

（注） 

売上高           

外部顧客への売上高  2,195,985  333,384  2,529,370  －  2,529,370

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 －  2,125  2,125  △2,125  －

計  2,195,985  335,510  2,531,496  △2,125  2,529,370

セグメント利益又は損失

（△） 
 20,486  △15,889  4,596  －  4,596

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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